
RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 43, Mar. 2017

271

鹿児島大学鴨池実習地でのシジミチョウ類の発生消長
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　要旨

鹿児島県にはヤマトシジミを代表とした様々

なシジミチョウ科昆虫が生息している．こういっ

たシジミチョウ類は個体数が多く，幼虫の食草も

人家周辺や川辺に繁茂する身近な植物であるた

め，環境教育の教材として適切であると考えられ

る．また，種間関係を学ぶ際の格好の材料にもな

り得る．教材とするには目的に応じてシジミチョ

ウ類を観察しやすい期間に学習日程を組み込む必

要がある．しかし，鹿児島県では発生消長に関す

るまとまった研究例はない．そこで，鹿児島大学

教育学部の鴨池実習地を調査地とし，シジミチョ

ウ類の発生消長を明らかにした．4–10 月にかけ

て，ルートセンサスと直接採集をおこなった．そ

の 結 果，3 種 の シ ジ ミ チ ョ ウ（ ヤ マ ト シ ジ ミ

Pseudozizeeria maha，クロマダラソテツシジミ

Chilades pandava，ルリシジミ Celastrina argiolus）

の発生消長が明らかになった．さらに，食草の分

布に関連して各種が生息していることが示唆され

た．また，特に周年観察され個体数も多かったヤ

マトシジミに関しては体サイズも測定したとこ

ろ，明確な季節変化が見られ，温度 — サイズ則

に従っていることがわかった．

　はじめに

シジミチョウ科 Lycaenidae には校庭や公園等

でよく見られる普通種が存在する．特にヤマトシ

ジ ミ Zizeeria maha は カ タ バ ミ Oxalis corniculata

という身近な植物を食草としており，卵から成虫

になるまでの生活史を容易に野外観察することが

できる．また室内の小スペースでの飼育繁殖も比

較的容易である（Hiyama et al., 2010）．さらに，

一つの生息地に複数種のシジミチョウが生息して

いることも多いため，種間の形態の違いや種間関

係について児童・生徒等に学ぶ機会を提供できる．

小型で美麗な種が多く，昆虫を教材とする際にし

ばしば生じる嫌悪感を抱かれにくい．こういった

特性を持つために，シジミチョウ類は環境教育の

教材として適切であると考えられる．

教材として使用する際には，シジミチョウ類

が多い時期に観察や採集日程を組み込む必要があ

る．そのためには，まず各種の発生消長を把握し

なければならない．また，各種の発生消長の同調

の程度が分かれば種間の共存メカニズムの解明に

も繋げることができる．ヤマトシジミに関しては

茨城県の個体群に対して 20 年以上にわたる長期

間の発生消長の研究がある（山本，2007，2009）．

山本（2009）では，年 4 世代の発生が報告されて

いる（4–5 月：越冬世代，6–7 月：第 1 世代，8 月：

第 2 世代，9–11 月：第 3 世代）．また，世代が進

むほど個体数が増加することもわかっている（山

本，2009）．

しかし，鹿児島県では発生消長に関するまと

まった研究はなかった．ヤマトシジミは移動能力

の高い種であり（福田ほか，2009），南方の離島
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からの移住個体も少なく無いと考えられ，鹿児島

県本土自体も暖地である．そのため，鹿児島県で

の発生消長は比較的北方である茨城県の個体群と

は大きく異なる可能性がある．そこで，鹿児島大

学教育学部構内の鴨池実習地を調査地として，ヤ

マトシジミの発生消長を明らかにした．同時に他

のシジミチョウがどの程度生息するのかも定量的

に明らかにした．特に，鹿児島市県本土ではクロ

マダラソテツシジミ Chilades pandava が時に迷蝶

として散見される（中峯，2009；金井，2015）．

このチョウはヤマトシジミと同所的に生息すると

考えられるが，同一生息地内での発生消長に関す

る情報はなかった．また，体サイズも季節ごとに

変動する可能性がある（入江，2010）．体サイズ

は闘争能力や繁殖能力とも密接に関連した形質で

ある（Honěk, 1993; Kemp & Wiklund, 2001）．そこ

で，体サイズの季節変化を明らかにするためにヤ

マトシジミの胸部幅を各月ごとに計測した．

　材料と方法

ルートセンサス　調査は 4 月から 10 月にかけ

てほぼ毎月おこなった（各月で調査を始めた日は

4/24，5/21，6/21，7/30，9/4，9/26，10/23）．決め

られたエリア（図 1）を歩き，途中で観察された

シジミチョウの個体数を記録するルートセンサス

を 3 日間おこなった．天候は晴れの日を選び，調

査時間は各月間でほぼ一定になるように 10 時か

ら 14 時にかけておこなった．この調査では各月

の調査努力量は一定である（毎回ほぼ同じ速度で

同じ距離のルートセンサスをおこなった）．ここ

ではシジミチョウ類の個体数を記録するのみで種

同定はおこなわなかった．

直接採集　ルートセンサス直後から 1 週間以

内に 30 頭を目安にシジミチョウを捕虫網で採集

し，種同定をおこない性別を記録した．この調査

ではおよそ 30 頭採集できるまで調査を継続した

ので，各月の調査努力量は一定ではなく，個体数

の多い月も少ない月もほぼ同程度の個体数を採集

したことになる．したがって，各月ごとの各種の

図 1．調査地の概要．白線はルートセンサスのルートを示す．
調査地は鹿児島大学教育学部の実験圃場であり，季節ご
とに様々な野菜や花が植えられていた．カタバミは全体
的に生息していたが特に繁茂していたところを図示した．
ソテツは図示した場所以外では実習地内には生えていな
かった．

図 2．ルートセンサスにおける発見個体数．図示した日か
ら 3 日間ルートセンサスをおこなって発見できた総個体
数を示した．

図 3．各種の雌雄別の推定発生個体数．ルートセンサスと直
接採集双方のデータから個体数を推定した（詳細は本文
参照）．



RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 43, Mar. 2017

273

発生数を比較するために，30 個体中に各種が何

個体含まれるかを記録し，ルートセンサスのデー

タと併せて月毎の各種の発生消長を推定した．例

えば，ルートセンサス中に 10 個体のシジミチョ

ウが確認でき，その後の直接採集で 30 頭中 15 頭

がクロマダラソテツシジミ，15 頭がヤマトシジ

ミだった場合には，ルートセンサスで観察された

シジミチョウは 5 頭がクロマダラソテツシジミ，

5 頭がヤマトシジミだと推定した．

体サイズ測定　ヤマトシジミは採集後に 99%

エタノールで保存し体サイズ測定用の標本とし

た．実体顕微鏡（OLYMPUS SZX9）下で胸部幅

を測定した．季節変化の傾向を知るために二次の

多項式回帰を用いた．今回はオスのみ体サイズを

測定した（別の実験に使用するためメスのデータ

は使用できなかった）．

　結果

発生消長　4 月から 10 月の直接採集で，ヤマ

トシジミのオス 95 頭，メス 43 頭，クロマダラソ

テツシジミのオス 31 頭，メス 2 頭，ルリシジミ

Celastrina argiolus のオス 2 頭が確認された．5 月

にはシジミチョウが 1 頭も見られなかったが，8

月から 10 月にかけて個体数が増加していること

が分かった（図 2）．7 月以外ではヤマトシジミの

オスが多く発生していたが，7 月はヤマトシジミ

のメスがオスとほぼ同数発生していた（図 3）．

また 8 月から 10 月にかけては，クロマダラソテ

ツシジミのオスが発生していた（図 3）．また，

ごく少数ではあるがクロマダラソテツシジミのメ

スとルリシジミのオスも発生していた（図 3)．

クロマダラソテツシジミはソテツ周辺でのみ採集

された．

体サイズの季節変化　胸部幅の季節変化を図 5

に示す．胸部幅を応答変数，調査日を説明変数と

した二次の多項式回帰の結果，一次と二次の項双

方の係数が有意であり，下に凸の曲線となった（一

次の項：β = −6.21 ± 1.61, t95 = 3.87, p < 0.001，二

次の項：β = 0.031 ± 0.0086, t95 = 3.60, p < 0.001）．

この結果は春季と秋季に比べ夏季の体サイズが小

さいことを示唆する（図 4）．

　考察

本調査で最も多く観察されたシジミチョウは

ヤマトシジミだった．本種は 5 月にいったん観察

されなくなったが，その他の月には一定数観察さ

れた．これは茨城県の発生消長と大きく異なるも

のではなかった（山本，2009）．5 月には実験圃

場で草刈りがおこなわれた．5 月にシジミチョウ

を確認できなかったのは草刈りが一要因とも考え

られる．しかし，同様に草刈りがおこなわれた 9

月上旬では個体数は減少したもののヤマトシジミ

は発生していた．ヤマトシジミは 25–27 度という

比較的高温下であっても，卵から羽化までにおよ

そ 28 日かかる（Hiyama et al., 2010）．また，成虫

の生存期間は 1–2 週間程度と推測される．これら

から，4 月の越冬世代から次世代が羽化してくる

までの端境期が，鹿児島県では 5 月であると示唆

される．

今回の調査では，7 月を除いてオスの確認個体

数がメスより多くなった（図 4）．これは，メス

の発生数が少ないという可能性以外にも，オスの

ほうが活動的でよく飛び回るため（藤原ほか，

2011），目につきやすいことも原因の一つだと考

えられる．

鹿児島県で教材としてシジミチョウを扱う場

合，ヤマトシジミならば 5 月の端境期以外では安

定的に観察できると考えられる．食草であるカタ

バミも一年を通して容易に発見でき，栽培も可能

であるため飼育も容易であろう．一方で，種間関

図 4．ヤマトシジミの体サイズの季節変化．曲線は二次の多
項式回帰を当てはめたもの．
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係を扱う場合には，季節が限定される．クロマダ

ラソテツシジミは春先には見られず，7 月以降に

食草のソテツ周辺で多く観察された．また，ルリ

シジミは秋季にごく僅かな発生が見られただけ

だった．ルリシジミはマメ科 Fabaceae，バラ科

Rosaceae， タ デ 科 Polygonaceae， ミ カ ン 科

Rutaceae と広食性を示す．今回の調査地で採集個

体数が少ないのは，周辺にこれらの植物群が生息

していないか，同ニッチの他昆虫との競合が示唆

される．したがって，本調査地で種間関係を扱う

には，夏以降にソテツの生息地周辺でクロマダラ

ソテツシジミが発生していることを確認した上

で，ヤマトシジミとの相互作用の観察を計画する

必要がある．

ヤマトシジミのオスの体サイズは春季と秋季

で大きく夏季では小さかった．これは，変温動物

の幅広い分類群でみられる温度 — サイズ則に一

致する（入江，2010）．温度 — サイズ則とは，生

育環境の気温が低いほど体サイズが大きくなると

いう経験則のことである．温度 — サイズ則には

いくつかの適応的意義が提唱されている（入江，

2010）が，ヤマトシジミではまだ検証されておら

ず今後の課題となるだろう．

今回は一ヶ所のみの調査であったが，今後は

複数箇所や複数年度の調査が課題であると考えら

れる．また，幼虫の食草や成虫の餌となる花の量

と発生消長との定量的な関係を解明することも興

味深い．さらに，複数種の発生が重複していると

きには，種間闘争や交尾がおこなわれているかも

しれないため，行動を含めた調査をおこなうこと

が重要だろう．
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